
貸借対照表の要旨(平成22年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 70,565
合 計 70,565

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 20,740
賞 与 引 当 金 4,410
そ の 他 16,330
固 定 負 債 3,790
退職給付引当金 3,790
株 主 資 本 46,035
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 6,035
その他利益剰余金 6,035
(うち当期純損失) (3,584)
合 計 70,565

第 13 期 決 算 公 告
平成 22年５月 26日

埼玉県朝霞市上内間木549`２
エムアール工業株式会社
代表取締役社長 越石 正文

第 16 期 決 算 公 告
平成 22年５月 26日
千葉県八千代市八千代台西三丁目９番地20
マックテクニカルシステムズ株式会社

代表取締役 宮本 雅人
貸借対照表の要旨

(平成21年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 50,752
固 定 資 産 11,837
合 計 62,590

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 9,722
固 定 負 債 27,995
株 主 資 本 24,872
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 �5,127
その他利益剰余金 �5,127
(うち当期純利益) (105)
合 計 62,590

第 35 期 決 算 公 告
平成 22年４月 16日

千葉県佐倉市城354番地８
東洋羽毛北関東販売株式会社

代表取締役 柳場 弘
貸借対照表の要旨(平成22年２月28日現在)

科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 579,055
固 定 資 産 1,196,637
合 計 1,775,692

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 30,398
株 主 資 本 1,745,293
資 本 金 40,000
利 益 剰 余 金 1,705,293
(利益準備金) (10,000)
(その他利益剰余金) (1,695,293)
(うち当期純利益) (11,815)
合 計 1,775,692

平成™™年œ月™�日 水曜日 (号外第˜˜—号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
一
六
線
一
六
号
四
番

地
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

大
路

和
記

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

北
海
道
旭
川
市
本
町
二
丁
目
四
三
七
番
地
の
二
三

七

相
続
財
産
管
理
人
司
法
書
士

護
摩
堂
武
司

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
仙
台
市
泉
区
南
中
山
一
丁
目
二
七
番
地
一
二

四
、
最
後
の
住
所
仙
台
市
泉
区
南
中
山
二
七
番
地
の

一
二
四

被
相
続
人

亡

田
澤
千
栄
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

仙
台
市
青
葉
区
中
央
一
丁
目
二
番
三
号
仙
台
マ
ー

ク
ワ
ン
一
一
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

林

さ
や
か

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
山
形
県
長
井
市
寺
泉
一
四
八
四
番
乙
号
地
、
最

後
の
住
所
山
形
県
長
井
市
寺
泉
六
〇
九
九
番
地
五

被
相
続
人

亡

佐
藤

節
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

山
形
県
長
井
市
九
野
本
八
〇
二
番
地

相
続
財
産
管
理
人

小
関

陽
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
群
馬
県
高
崎
市
下
小
鳥
町
六
八
二
番
地
、
最
後

の
住
所
群
馬
県
高
崎
市
飯
塚
町
二
五
二
番
地

被
相
続
人

亡

竹
本

規
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

群
馬
県
前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
三
番
九
号

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

深
田

富
三

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
横
浜
市
西
区
御
所
山
町
一
四
番
地
、
最
後
の
住

所
千
葉
県
市
原
市
神
崎
二
六
三
番
地
一

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
辰
巳
萬
緑
苑被

相
続
人

亡

中
山

正
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

事
務
所
千
葉
市
中
央
区
中
央
三
丁
目
四
番
八
号

コ
ー
ノ
ス
ビ
ル
五
階

藤
井
・
滝
沢
綜
合
法
律
事

務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

藤
井

一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
千
葉
県
木
更
津
市
清
見
台
東
二
丁
目
三
二
番
地

五
、
最
後
の
住
所
千
葉
県
木
更
津
市
清
見
台
東
二
丁

目
三
二
番
五
号

被
相
続
人

亡

下
出

勉

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

千
葉
県
木
更
津
市
清
見
台
南
三
丁
目
一
一
番
九
号

相
続
財
産
管
理
人

鬼
形

秀
樹

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
五
丁
目
一
八
九
番
地
、

最
後
の
住
所
静
岡
県
伊
東
市
宇
佐
美
二
四
〇
三
番
地

の
一
う
さ
み
の
園

被
相
続
人

亡

成
瀬

幸
男

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

静
岡
県
沼
津
市
三
園
町
一
三
番
四
五
号
文
化
図
書

第
三
ビ
ル
二
階

東
静
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

本
多

孝
士

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
静
岡
県
三
島
市
六
番
地
五
、
最
後
の
住
所
静
岡

県
三
島
市
西
本
町
一
〇
番
一
一
号

被
相
続
人

亡

井
上

健
吾

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

静
岡
県
沼
津
市
三
園
町
一
三
番
四
五
号
文
化
図
書

第
三
ビ
ル
二
階

東
静
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

本
多

孝
士

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
岐
阜
県
高
山
市
総
和
町
一
丁
目
一
番
地
、
最
後

の
住
所
愛
知
県
一
宮
市
島
村
字
五
反
田
三
一
番
地

被
相
続
人

亡

谷
口

榮

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
丁
目
一
八
番
一
四
号
Ｋ

Ｓ
e

一
ビ
ル
七
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

米
澤

孝
充

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
三
重
県
松
阪
市
久
米
町
三
七
四
番
地
一
、
最
後

の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

中
⁄

春
男

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

三
重
県
津
市
丸
之
内
三
四
番
五
号

津
中
央
ビ
ル

五
階

増
井
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

増
井

正
人

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
阪
市
住
吉
区
庭
井
一
丁
目
一
四
番
、
最
後
の

住
所
大
阪
市
住
吉
区
庭
井
一
丁
目
一
四
番
七
号

被
相
続
人

亡

大
田

政
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
六
丁
目
一
番
二
号
千

代
田
ビ
ル
別
館
九
階

相
続
財
産
管
理
人
弁
護
士

成
田
由
岐
子

˜—Ÿ
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